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「繭美蚕（まゆみさん）」による産学連携の取組み 1） 
兼本雅章 
１ はじめに 
共愛学園前橋国際大学では、学生たちに仮想企業を立ち上げさせ、実際に県内の企業の
支援を得ながら、商品開発に取り組む産学連携の授業を 2004 年度から行なっており、この
取組みには、NPO 法人アントレプレナーシップ開発センターの「バーチャル・カンパニー」
を使用している 2）。2005 年度からは、商品開発のキーワードを『群馬』として、支援企業
を見つけ、バーチャル・カンパニーの全国大会である「トレードフェア」に参加すること
を学生たちに義務づけている 3）。 
2005 年 6 月、この取組みの一環として、仮想企業「繭美蚕（まゆみさん）」は、課題演
習（兼本）の学生 4 名で設立された。門倉メリヤス株式会社をメインの支援企業とし、2010
年度の現在まで、兼本ゼミの学生が代々引き継ぎながら、シルクを使った商品開発・販売
を中心とした活動をしてきている（表１）。「バーチャル・カンパニー」のプログラムを通
して設立された仮想企業がここまでの長い期間、存続できているのは稀であり、現在では、
このプログラムの枠組みを超えて、独立した活動に移行していっていることは特筆に値す
るであろう。 
繭美蚕（まゆみさん）のこれまでの取組みの成果として、トレードフェアでは 2005 年度
から 3 年連続で専門学校・大学の部で全国 1 位を達成しただけでなく、4 回の出場で合計 5
つの賞を受賞している。また、商品開発という点では、学生考案商品の「シルクウォッチ
バンド」やその派生商品、あったカイコシリーズの「ネックウォーマー」「ルームソックス」
などが商品化に成功し、2011 年 3 月現在も実際に販売されている。さらに、近年になれば
なるほど、地域に根差した活動にも力を入れ始め、富岡製糸場世界遺産伝道師の資格を取
得したり、産学連携関係のイベントに参加したり、学生たち自らが情報発信したりと、活
動の幅は大いに広がってきた。この間に、活動自体が注目され、様々な分野から取材等を
受けてきている。 
本論文では、これまでの「繭美蚕（まゆみさん）」の活動のうち、2005～2009 年度まで
の 5 年間に焦点をあて、時の流れとともに変化してきた「繭美蚕（まゆみさん）」と門倉メ
リヤス株式会社との産学連携の取組みをまとめている。また、この 5 年間の活動の中で、
最も世の中にインパクトを与えた「繭美蚕（まゆみさん）」の商標登録の話題を 4 章で改め
て取り上げるとともに、この繭美蚕の取組みが、群馬県内の文系大学における産学連携事
例のなかでどのような位置付けとなっているかも 5 章で検証する。 
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表１ 繭美蚕（まゆみさん）の活動年表（2005～2009 年度） 
 
２ 仮想企業としての活動 
2004 年度から開講した「電子商取引演習Ⅰ・Ⅱ」をその年に受講し、トレードフェアに
参加した 2 年生の学生たちから、「再びバーチャル・カンパニーを行い、トレードフェアに
参加したい」という要望がでていた。しかしながら、大学としては「電子商取引演習Ⅰ・
Ⅱ」の授業を作ったばかりで、さらに新しい授業を作ることは困難であった。そこで、こ
の要望を実現するために、「バーチャル・カンパニー」を兼本の課題演習で行うことにした。
課題演習には 9 名の学生が在籍しており、希望に基づき、学生を 2 つの仮想企業のグルー
プに分けることとした。そのうちの１つが「繭美蚕（まゆみさん）」である。 
 
（１）1 年目の活動 4） 
年月 活動内容 年月 活動内容 
05.6 
 
05.7 
05.11 
 
06.4 
06.11 
 
07.1 
 
07.4 
07.11 
 
08.3 
 
 
 
 
 
 
08.4 
 
08.5 
仮想企業として設立。初代社長に森裕輔
が就任 
門倉メリヤス株式会社と提携 
トレードフェアに初参加 専門学校・大
学の部 最優秀賞を受賞 
小沼恵が 2代目社長に就任 
トレードフェアに参加  専門学校・大学
の部 展示部門優秀賞を受賞 
繭美蚕ブランド第１号「レッグウォーマ
ー」販売開始 
岡崎桂子が 3代目社長に就任 
トレードフェアに参加 専門学校・大学の
部 展示・HPの２部門で優秀賞を受賞 
繭美蚕ブランド第 3 号「シルクウォッチ
バンド」が完全学生オリジナル商品とし
て販売開始 
群馬県主催「地域・大学連携講演会」に
岡崎社長が参加 
前橋中心商店街ツナガリズム祭りに参加
し始める 
正田仁志が 4代目社長に就任 
岡崎桂子が相談役に就任 
シルクウォッチバンドⅡ販売開始 
08.6 
 
 
08.9 
08.11 
 
09.2 
09.4 
 
09.6 
 
09.8 
 
09.9 
09.10 
09.11 
09.12 
 
 
 
10.2 
学校法人共愛学園が「繭美蚕」を特許庁
に商標申請 
第 4回群馬産学官連携推進会議に初参画 
公式 HP開設 
トレードフェアに参加 専門学校・大学
の部 優秀賞を受賞 
特許庁に「繭美蚕」が商標登録される 
学生社長に就任 
大学入学式で商品販売 
Webショッピングサイト開設 
公式ブログサイト開設 
シルクウォッチバンド学園モデル販売開
始 
富岡製糸場世界遺産伝道師の資格を取得 
共愛バザー・シャロン祭に初出店 
まえりあ文化祭に参加 
クロスガーデン前橋に門倉メリヤス株式
会社と共同出店 
社会人基礎力育成グランプリ 2010～東日
本地区予選～に参加 
学生考案商品「あったカイコシリーズ（ネ
ックウォーマー・ルームソックス）」を販
売開始 
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バーチャル・カンパニーの大きな目的の 1 つは、これまでにないような新商品の開発で
ある。しかしながら、門倉メリヤス株式会社の門倉重行社長（当時）は、何の知識もない
学生たちがいきなり商品開発を行うのは無理であると考えていた。そこで、商品開発に必
要なシルクに関する知識を身につけさせるため、日本絹の里や群馬県蚕業試験場（現：群
馬蚕糸技術センター）などを紹介し、まずは勉強に行かせた。学生たちは、そこで学んだ
知識を活用しながら、商品開発をすることになる。また、商品開発には、門倉メリヤス株
式会社が群馬県蚕業試験場と一緒に共同開発した群馬県オリジナル蚕品種『蚕太』を持っ
ていることも大きな力となった。 
この年の主力商品は、「絹の花」「絹の葉」というコースターであった。「絹の花」はコッ
プやグラス自体を包んでしまうタイプで、「絹の葉」はそれ以外の包むことが困難なコップ
の下に敷くタイプである。これらは、『蚕太』を使った商品であり、トレードフェアの会場
で実際に販売された。トレードフェアで、「繭美蚕（まゆみさん）」は専門学校・大学の部
で最優秀賞を受賞することとなる。しかしながら、トレードフェアでの総合部門での受賞
は、高校生以下が独占していた。これを見て、「バーチャル・カンパニー」を複数年行う意
義を感じるようになる。そこで、うまく活動が進んだバーチャル・カンパニーは継続する
ことで、さらに力が発揮できるのではないか、また、企業と大学の双方にとってもメリッ
トとなるのではないかと考えるようになった。 
 
（２）2 年目の活動へ 
前年度の流れを受けて、2006 年度は、この繭美蚕（まゆみさん）を継続させる試みから
始まった。方法として、 
① 兼本の課題演習の学生が引き継ぐ 
② 電子商取引演習の学生が引き継ぐ 
③ 昨年度のメンバーが卒業研究で引き継ぐ 
の 3 つが考えられた。 
 実現の可能性として、③が最も有力と思われたが、最初はうまくはいかなかった。①は、
学生がすべて男性であり、シルクを使った商品開発をするには適切ではなかったことと、
2004 年度にバーチャル・カンパニーを経験し、トレードフェアに参加した学生たちが、再
び行うことに難色を示したため断念した。一方、②では希望者が出た。しかしながら、そ
れを聞いた③の昨年度のメンバー4 名のうち、2 名が「やはり自分たちがやりたい」と名乗
りをあげることになる。その結果、「繭美蚕（まゆみさん）」は兼本ゼミの学生が引き継い
でいく、という原型ができることとなる。 
この年もトレードフェアに出場することが大きな目標となった。主力商品は、毛羽を使
ったランプシェードである。繭の毛羽は、綿のように使用する以外に使い道がないとされ
ていたため、それを何とかできないかという視点であった。また、消費者のニーズに柔軟
に対応できるように、ランプシェードをパーツごとに分け、オーダーメイド形式にした。
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さらに、商品開発以外にも力をいれた。それは、当時盛り上がってきていた富岡製糸場の
世界遺産登録の活動を紹介し、群馬と絹の関わりを前年以上にアピールすることであった。
これらの結果、この年のトレードフェアでも、専門学校・大学の部で、展示部門優秀賞（1
位）を獲得することになる 5）。 
 2 年連続 1 位という優秀な成績を収めた活動の成果から、門倉メリヤス株式会社より「繭
美蚕（まゆみさん）」という名前をブランド化して、商品を販売していきたいという申し入
れがあり、大学側としては快く承諾した。これには、「繭美蚕（まゆみさん）」というネー
ミングが、シルクに関わる人々にとって素晴らしいものであるという背景もあった。2007
年 1 月には、門倉メリヤス株式会社により「繭美蚕（まゆみさん）」の名称がブランド化さ
れ、その第 1 号として『レッグウォーマー』が販売されることになる。 
 2 年間活動を行ったメンバーからは、「ここまできた繭美蚕（まゆみさん）をつぶしてし
まうのは惜しい」という声がトレードフェアに参加する前からあがっていた。ゼミ内で引
き継ぐことを考え、次年度の課題演習の学生に行ってもらうことにした。 
 
（３）3 年目へ ～シルクウォッチバンドの開発～ 
 2007 年度は、初代のメンバーがすべて卒業してしまったため、課題演習の学生 4 名が引
き継ぐこととなり、知識などをつける作業はゼロからのスタートとなった。活動を引き継
ぐことは早々に決まっていたため、学生たちは、2007 年 3 月に、群馬県庁で行われた『群
馬の絹展』を見学することから始めた。ここには、群馬のシルク業界で働く人々の多くが
集まっており、様々な場面で業界における「繭美蚕（まゆみさん）」の認知度の高さを学生
たちは実感することになる。 
 この年の目標は、繭美蚕（まゆみさん）ブランドが展開されてきたこともあり、商品開
発という点で、学生オリジナルのものを考案することが主眼にあった。また、この代の学
生たちは若者世代に受けるような絹製品を作りたいという気持ちも強かった。そのような
中、商品開発のヒントは、身近なところに存在した。仕事柄、腕時計をしないわけにはい
かない当時の社長の父親が、腕時計のベルトと肌が擦れて炎症を起こし、それを手当てし
た包帯の上から、強引に腕時計をはめていたのである。これを見た社長が、絹の特性を活
かしてこの問題を解決できないかと考えた。学生たちと門倉メリヤス株式会社との様々な
試行錯誤の結果、リストバンドを応用した『シルクウォッチバンド』の試作品が完成する
ことになる。 
 この商品を作っていく際に、学生たちがもう１つ気にしていたことがある。それは、絹
製品の色合いであった。門倉メリヤス株式会社がこれまで採用していたのは、日本の伝統
色である鈍い色合いのものが多かった。しかし、学生たちはこれでは若者受けはしないと
考えていた。若者に絹製品を使ってもらうには、「おしゃれ感覚で楽しめるようなビビット
系やストロング系のカラーがいい」と主張したのである。当初、この提案に難色を示して
いた門倉メリヤス株式会社であったが、最終的には学生の意見を採用してくれることにな 
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写真１ シルクウォッチバンド 
 
 
った。 
トレードフェアでは、この『シルクウォッチバンド』を主力商品として、現物販売を行
うとともに、生きた蚕を群馬から持って行き、ブースで展示を行った。魅力的な展示と商
品の完成度の高さなどから、専門学校・大学の部で、展示部門と HP 部門の優秀賞を受賞
し、3 連覇と 2 冠を達成することになる。 
2008 年 3 月、『シルクウォッチバンド』は繭美蚕（まゆみさん）ブランド第 3 号として
販売が開始される（写真１）。このことは各種マスコミでも報道され、その反響は大きかっ
た。実際に販売されると、学生たちが狙ったように、これまでは来なかったような年齢層
のお客が門倉メリヤス株式会社の直販店『セタ ビオレッタ』に来るようになった。また、
2008年 9月 20日の朝日新聞の記事で、「販売から約半年で、当初用意した 250個は完売し、
増産した 150 個も半数が売れた」と書かれているように、販売も好調であった。 
 
３ バーチャルからリアルへの模索 
繭美蚕（まゆみさん）ブランドの展開、『シルクウォッチバンド』の販売などから、繭美
蚕（まゆみさん）を仮想企業から、実際の企業へ移行しようとする試みが始まる。 
 
（１）4 年目の活動 
 2008 年度は、『シルクウォッチバンド』を作ったメンバーのうち、社長のみが相談役とい
う形で残り、課題演習の学生 6 名が引き継ぐことになった。 
この年は、試行錯誤の年となった。バーチャルからリアルへと言っても、もともと資本
金を調達できる見込みがあったわけではなかった。また、メンバーの一新に伴い、最初か
ら出直しという形でもあった。そこで、トレードフェアに参加することを念頭に、知名度
の低さと繭美蚕（まゆみさん）ブランドとしての商品数の尐なさをどうするか、をまず考
えることから始めた。そこで、外部向けの HP を開設することと商品開発に力を入れてい
くことにした。 
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写真２ 販促用ポスター 
 
 
商品開発では、『シルクウォッチバンド』では対応できなかった穴止め式以外の時計に使
えるようにした『シルクウォッチバンドⅡ』を門倉メリヤス株式会社と共同開発し、その
販売を 5 月から始める。これらの商品は、7 月には東京・銀座にある群馬総合情報センター
の「ぐんまちゃん家」、9 月には「みのり感謝祭市場 2008」でも販売された。 
トレードフェアに向けては、これまでにない分野にも進出し、様々な企業やその技術に
出会うことになる。また、この代のコンセプト「もっと若い人に、知って、使って、広め
たい」を実現するため、昨年度よりもさらに若者向けの絹の小物製品を中心とした商品ラ
インナップとなった。トレードフェアでは、4 連覇とはならなかったが、専門学校・大学の
部の優秀賞を受賞することとなる。 
その後、繭美蚕（まゆみさん）がさらに発展していくための手段として、本学の「学生
社長」のプログラムを利用することを考え、学生たちに提案した 6）。「学生社長」とは、学
生が社長となって、実際に電子商取引を行う本学の制度である。この制度を利用すること
を前提に、学生たちは門倉メリヤス株式会社と交渉して、繭美蚕（まゆみさん）ブランド
の商品を増やしてもらったり、自分たちが売り上げた繭美蚕（まゆみさん）ブランドの代
金の一部を手元に残せるようにしたりした。 
 
（２）5 年目の活動 ～学生社長に就任～ 
2009 年度は、昨年度の課題演習の学生たちが卒業研究で引き続き活動をした。大学から
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正式に「学生社長」に採用され、学内にオフィスを持つことができたため、積極的に活動
を行えるようになった。まずは、自分たちで販売活動を行う機会を増やすようになった。
これまで行わなかった入学式での販売を始め、母の日キャンペーン（学内販売）、中高の共
愛バザー、大学のシャロン祭、まえりあ文化祭（展示）、クロスガーデン前橋での商品販売
会など、定期的に行うことができた。また、2009 年 6 月には、念願のネットショップも開
設した。さらに、インターネットを通じた若者らしい情報発信で繭美蚕（まゆみさん）の
活動や群馬のシルクの素晴らしさをアピールしようと、ブログ『繭美蚕（まゆみさん）「繭
と生糸は日本一」ブログ』を始めた。この他にも、群馬県立女子大学服飾部の学生たちと
コラボして、ポスターやチラシを製作したり、富岡製糸場世界遺産伝道師の資格を取得し
たりと学生自らのアイディアで活動の幅を広げてきた（写真２）。 
 開発商品としては、繭美蚕（まゆみさん）の学園内の知名度アップを図るために、売れ
筋であるシルクウォッチバンドの学園モデルを作った。また、2010 年 2 月、新しい繭美蚕
（まゆみさん）ブランドの秋冬物商品「ネックウォーマー」「ルームソックス」を『あった
カイコシリーズ』として販売を開始した 7）。これらの 2 商品は、繭美蚕（まゆみさん）の商
品開発担当者と門倉メリヤス株式会社が共同して商品開発を行い完成させた、『シルクウォ
ッチバンド』に続く学生オリジナル商品となった。 
 このような成果をまとめて発表するため、「社会人基礎力育成グランプリ 2010～東日本地
区予選～」に『学生社長「繭美蚕」による地域との共創』というタイトルで出場した。予
選会を通ることはできなかったが、大会会場に持参した大学のパンフレットが発表後にす
べてなくなるなど、反響があったのは確かである。2010 年 3 月、学生社長として株主総会
用の報告書をまとめ、この代の活動を終えることとなった。 
 
４ 商標登録 
この 5年間の活動の中で、最も世の中にインパクトを与えたのは、「繭美蚕（まゆみさん）」
の商標登録である。ブランド名でもあるが、仮想企業名を商標登録したこの話題には、大
きな反響があり、新聞各社で取り上げられただけでなく、インターネットでも広く配信さ
れて、話題を呼んだ。 
 
（１） 取得の経緯 
2007 年の繭美蚕（まゆみさん）のブランド化に伴い、しばらくして「繭美蚕（まゆみさ
ん）」を商標登録する話題が、群馬県庁関係者を中心に出てくることになる。しかしながら、
２つの問題点があった。１つは、誰が取得するかである。対象としては、共愛学園前橋国
際大学、門倉メリヤス株式会社、繭美蚕（まゆみさん）を運営する兼本ゼミもしくはその
学生、などが考えられた。もう１つは、商標取得に伴う金銭的な負担をどうするかである。
結果として、積極的に取得することはせず、何かあったときは商標法第 32条に基づく先使
用権を行使することで対応しよう、ということになった 8）。 
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表２ 商標登録関連の料金改定（2008年6月） 
※商標関係料金 
  
 
改訂前 改訂後 
商標登録出願 6,000 円＋区分数×15,000 円 3,400 円＋区分数×8,600 円 
防護標章登録出願 12,000 円＋区分数×30,000 円 6,800 円＋区分数×17,200 円 
重複登録商標更新登録出願 21,000 円 12,000 円 
   
※商標登録出願関係 
  
商標設定登録料、更新登録料 
  
 
改訂前 改訂後 
設定登録料 区分数×66,000 円 区分数×37,600 円 
設定登録料（分納） 区分数×44,000 円 区分数×21,900 円 
防護標章登録料 区分数×66,000 円 区分数×37,600 円 
更新登録料 区分数×151,000 円 区分数×48,500 円 
更新登録料（分納） 区分数×101,000 円 区分数×28,300 円 
防護標章更新登録料 区分数×130,000 円 区分数×41,800 円 
（出典）経済産業省特許庁 HP のデータより作成 
 
2章3節でも述べたように、繭美蚕（まゆみさん）は、2007年度のトレードフェアでも、
専門学校・大学の部で展示とHPの2部門で優秀賞の成績を上げ、実質上の3連覇を果たす。
その際の主力商品『シルクウォッチバンド』は、2008年3月に繭美蚕（まゆみさん）ブラン
ド第3号として発売されることになった。初の学生オリジナル商品ということもあり、これ
を契機に商標を取得しようという動きが再び起きることになる。これには、2008年6月から
の商標関連料金の改定（引下げ）も後押しをした（表２）。結果として、商標の取得は、繭
美蚕（まゆみさん）ブランドを展開している門倉メリヤス株式会社でなく、大学側が行う
ことになった。 
 
（２） 申請から取得まで 
商標の申請に際しては、群馬県庁企画課に相談し、商標申請の雛形をもらうことから始
まった。その後、門倉メリヤス株式会社と申請の類型など協議し、財団法人群馬県産業支
援機構の飯塚登志氏と社団法人発明協会群馬支部の出願アドバイザー高橋俊幸氏に協力を
仰ぐことになる。ここでは、申請する類型だけでなく、どのような形で繭美蚕の商標を登
録するのかも議論になった。ただ単に「繭美蚕」とするのか、それともふりがなをつけて
「繭
まゆ
美
み
蚕
さん
」とするのか、もしくはすでに使用しているロゴで行うのか、などである。これ 
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写真３ 繭美蚕の商標登録証 
 
 
らの調整ののち、2008 年 6 月 23 日に、共愛学園前橋国際大学が「繭
まゆ
美
み
蚕
さん
」で商標を申請
した。しかしながら、申請後に特許庁から連絡があり、共愛学園前橋国際大学では商標の
登録が行えないという。商標を申請するには、個人もしくは法人でなくてはならなかった
のである 9）。急遽、共愛学園の栗原昭正理事長（当時）に相談することとなった。栗原理事
長は、日ごろの繭美蚕（まゆみさん）の活動をよく理解していてくれたため、快く承諾し
ていただき、学校法人共愛学園で申請することができた。2009 年 1 月には、仮審査を通り、
商標登録に必要な登録料（10 年分 37800 円）を支払うと、2009 年 2 月 13 日に「繭
まゆ
美
み
蚕
さん
」
の商標が正式に登録されることになった（写真３）10）。その後、群馬県庁企画課の薦めもあ
り、大学が大学名を商標登録することはあるが、学校名以外に商標を登録する例はあまり
見られないということで、2009 年 3 月 25 日、群馬県庁内にある記者クラブ（刀水クラブ）
において、記者会見を行った。 
 
５ 群馬県内の産学連携事例と繭美蚕（まゆみさん） 
近年、群馬県内の文系大学でも、産学連携の事例は数多く見られるようになった。例え
ば、高崎市では、2007 年度から『公立 3 大学合同産学連携・地域貢献活動発表会』を主催
しており、文系大学では高崎経済大学と群馬県立女子大学が参加している 11）。この発表会
は、大学と企業などが共同で取り組んだ地域やビジネスを対象にした研究・事例を報告す
ることで、大学の地域に対する貢献活動や大学を活用した新たなビジネスアイディアの展 
 共愛学園前橋国際大学論集 No.11 24 
表３ 社文系・芸術系産官学連携の連携事例の４類型 
 
研究系産官学連携 教育系産官学連携 事業系産官学連携 
社会貢献系産官学
連携 
目的 教員の研究分野を
さらに発展させる
ために行う連携 
学生の教育効果を
さらに高めること
を目的とした連携 
大学の資源を活用
し、ビジネスへ応
用するなど、収益
性のある連携 
大学の資源を活用
し、地域活性化等
に応用させる連携 
主体 
教員 
学生（教員はフォ
ロー役） 
教員（個人） 
大学事務局 
教員 
大学事務局 
資金 主に依頼者負担 場合による 主に依頼者負担 主に大学負担 
取組 
(例) 
① 地域産業調査 
② マーケティン
グ調査（アンケ
ート票作成分
析） 
① インターンシ
ップ 
② プロジェクト
型教育プログ
ラム 
③ フィールドワ
ークを兼ねた
地域調査 
① コンサルティ
ング（講演・技
術指導含） 
② 監修・翻訳・通
訳 
③ 商品開発・企画 
① 地域との連携 
② 各種展示会・イ
ベント 
③ 地域へのキャ
ンパス開放 
④ ボランティア 
（出典）人文社会科学系産官学連携を検討する会（2008） 
 
開を広く周知し、地域振興に役立てることを目的としたものである。さらに、2011 年 2 月
には、『私立 4 大学合同産学連携・地域貢献活動発表会』が初めて開かれ、上武大学・高崎
健康福祉大学・高崎商科大学・群馬パース大学が参加した。この他にも、2010 年 12 月発
行の『グラフぐんま』で「大学生が地域や企業と連携」という特集が組まれており、ここ
からも産学連携の事例が注目されてきていることがわかる 12）。 
 
（１）群馬県内の産学連携事例とその類型化 
ここでは、群馬県内の文系大学で行われている他大学の産学連携の事例を、人文社会科
学系産官学連携を検討する会（2008）が示した 4 つの類型（研究系産官学連携・教育系産
官学連携・事業系産官学連携・社会貢献系産官学連携）に分類しながら、いくつか紹介し
ていく（表３）。 
 研究系産官学連携の事例としては、群馬大学の「八ツ場ダム周辺地域の観光振興」や高
崎経済大学と渋川市の「元気な中心市街地賑わい創造事業」があげられる。前者は、群馬
大学共同研究イノベーションセンター荒牧分室が、地域再生型プロジェクトに関する調査
研究として受託したものである。社会情報学部寺西正英教授のゼミ生たちが、アンテナシ
ョップ「やんば元気プロジェクト」を立ち上げ、観光客のニーズを知るためのアンケート
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調査や学生たちが作成したポストカードの販売を行っている。後者は、群馬県の地域大学
連携事業『大学の知を活用した地域課題研究』に基づき、渋川市からあげられた地域の課
題を高崎経済大学坪井明彦准教授に調査業務などを委託して行っているものである 13）。こ
れまでに、公有地の活用方法の検討や中心市街地の空き店舗調査、まちなかランチマップ
の作成などをしてきている。 
教育系産官学連携の事例として、３つあげよう。１つめは、高崎経済大学経済学部佐々
木茂教授が関わる「マーケティング手法を活用した地域産業の振興」である。これは、学
生たちがマーケティング分析などを行い、中小企業に新たな経営戦略の提案を行う取組み
である。2011年2月に行われた『公立4大学合同産学連携・地域貢献活動発表会』では、石
関プレシジョン・ウェブシステム・三喜産業・アニバーサリープレゼント・新井家具製作
所・青経・Vegetable Gardenの各社と学生たちのグループがそれぞれに行った販売戦略や
ブランド構築、商品開発などが発表された。２つめは、高崎経済大学地域政策学部大宮登
教授のゼミ生が中心として立ち上げた「若者社会活動支援NPO法人Design  Net-works 
Association」（以下NPO法人DNAという）である。2004年7月に設立され、キャンワーク・
ラジコム・ジョブカフェ・まちづくりの4事業を展開している。３つめは、群馬県立女子大
学文学部美学美術史学科高橋綾教授が指導する「デザインにおける企業・地域団体と学生
のコラボレーション」である。これは、2004年度に一般企業とのコラボレーションによる
商品開発を行う授業の導入が始まりで、株式会社ほんやら堂の支援・指導のもと、デザイ
ンを学ぶ学生たちが課題に取組み、優秀なアイディアを商品化している。2008年度からは、
ここに株式会社イッツデモも参加しており、商品の先行販売（全国流通）を手掛けている。 
事業系産官学連携としては、伊勢崎市経済部商工労働課が運営している「いせさきもの
づくりネット」がある。2010 年 10 月にオープンしたこのサイトは、伊勢崎市内の製造業
の製品や技術力に関する情報をインターネット上で公開し、製造業を支援するためのポー
タルサイトである。伊勢崎市ひとづくり・ものづくり連携協議会に関わる上武大学経営情
報学部樽井勇之准教授の指導のもと、株式会社ジー・エム・ケーがサイト開発を行い、そ
の後の運用管理も任されている。今後も、このサイトの機能強化などを連携しながら進め
ていく予定だという。 
社会貢献系産官学連携としては、「北軽井沢コンソーシアム事業」があげられる。北軽井
沢地域の各種団体と長野原町、群馬大学が連携・協働して、地域が抱える様々な課題の解
決や地域活性化策を検討・推進するものである。これまでに、地域情報誌の作成や公開講
座、ワークショップなどが行われている。この他に、ボランティアで行われている群馬県
立女子大学の「女子大パトロールの会」もこの区分にあたる。 
 
（２）繭美蚕（まゆみさん）の位置づけ 
 繭美蚕（まゆみさん）は、出発点である「バーチャル・カンパニー」という教育プログ
ラムの性格上、教育系産官学連携の事例といえる。しかしながら、3 章で述べたように、繭
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美蚕（まゆみさん）の活動は、年月がたつにつれて若者発信の地域に根ざした活動へとシ
フトしつつある。これは、バーチャルからリアルへの意識を始めた 3 代目のメンバーから
より顕著である。彼らは、シルク業界だけではなく、群馬県の地域ブランド力をあげるこ
とに協力できればと考え、自分たちで活動の幅を広げてきた。その結果、主体が学生であ
るにも関わらず、事業系産官学連携の要素もあると考えられる。 
繭美蚕（まゆみさん）が、先に紹介した他大学の事例と異なるところは、仮想でありな
がらも「企業」であるということであろう。「どのような商品を開発すればニーズがあるの
か」「商品を売るためにはどうしたらいいのか」「知名度をあげるためにはどうしたらいい
のか」など、営利を目的とする「企業」として、自発的に自分たちで考え、行動しないと
成り立たないからである。 
これらの点は、『グラフぐんま』の取材で来た上毛新聞社の綱島徹氏の「ここまで継続し
てきたことも驚きだが、学生と社会との結びつきが深いことが印象的だった。仮想ではあ
るが企業としてお金が発生しているという意識が強いため、それが机上の勉強ではなく、
生きていくたくましさを身につけることになっていると感じた」という取材後の感想に表
れている。 
 
６ まとめ 
授業の一環で始まった当初、「繭美蚕（まゆみさん）」は仮想企業として商品開発の成果
をトレードフェアで発表し、賞を獲得するのが目標であった。しかし、繭美蚕（まゆみさ
ん）のブランド化、学生オリジナル商品『シルクウォッチバンド』の開発、さらには商標
登録、地域貢献へと、繭美蚕（まゆみさん）の形は徐々に変化してきている。この変化の
背景には、門倉メリヤス株式会社を始めとするシルク業界のほか、群馬県庁などの行政の
後押しも大きい。群馬という、絹とは切っても切れない土地柄で、衰退していっている蚕
糸業をどうにかしたい、という思いは強く、繭美蚕（まゆみさん）のような活動を行って
いるような若者に大きな期待を寄せているのである。 
 シルクウォッチバンドの販売が開始された後、繭美蚕（まゆみさん）の活動は、中小企
業庁メールマガジンの巻頭コラムで『文科系学生との新製品の共同開発』として紹介され
た 14）。その結びには「産学連携というと、理工系の研究室との技術交流が注目されがちだ。
しかし、経営戦略やマーケティングといった文科系分野での大学との連携も、今後、視野
に入れてよいのではないだろうか」と書かれている。このことからも、繭美蚕（まゆみさ
ん）の活動自体がこの分野の先駆的な取組みの１つであるといえる。また、高崎経済大学
の NPO 法人 DNAの活動や群馬県立女子大学と株式会社ほんやら堂とのコラボレーション
による商品開発などと同様に、長く継続して活動を続けられていることも高く評価される
であろう。 
高崎経済大学大宮教授は、NPO 法人 DNA を立ち上げた理由として、「社会人基礎力のあ
る学生を育てるには授業や部活動、サークル活動だけでは限界があると思うのです。地域
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をフィールドに、企業や働く大人たちと直接触れ合う場を大学や社会が用意し、学生自身
が主体となって、協働して調査や企画、イベントを立ち上げるなどの地域づくり活動に取
り組む。そうした社会活動を通じて、対人関係力やコミュニケーション能力といった社会
力を付ける」と述べている 15）。NPO 法人 DNA と繭美蚕（まゆみさん）では活動内容は異
なっているが、繭美蚕（まゆみさん）の活動自体もこの言葉を体現しているものといえ、
社会人基礎力育成グランプリの反響がこれを物語っているといえよう。 
2010 年度は、課題演習の学生による新しいメンバーで繭美蚕（まゆみさん）の活動が開
始され、新しい分野にチャレンジしたり、「企業とは何か」「個々の責任とは」などをこれ
までの代以上に考えたりしながら活動を続けている 16）。教員としては、繭美蚕（まゆみさ
ん）の活動を将来に向けて持続性のあるものとするための基盤づくりを学生たちとすると
ともに、これからも若者発信の地域貢献を続けさせていきたい。それに加えて、「企業」と
して、実際に「商品を売る」ということやそれを通した社会とのつながりを意識させるよ
うなことを学生たちに働きかけることができればいいと考えている。 
 
注 
1) 本論文は、兼本（2010）に大幅に加筆・修正を加えたものである。 
2) バーチャル・カンパニーとは、現実の社会の課題や産業のしくみなどの理解を通じて、
国際化・情報化時代に対応するアントレプレナーシップ（起業家精神）あふれた人材育
成をねらいとして開発された教育プログラムである。2010 年 4 月、学校と産業界が連携
した教育活動を推進する国際的組織 International Partnership Networkが 2年ごとに開
催する国際会議において、これまでの教育効果が評価され、「次世代の担い手の職業能
力開発部門」の Global Best Award の特別賞を受賞した。 
3) トレードフェアとは、通常インターネット上で取引している「バーチャル・カンパニー」
の参加者が一斉に京都に集まり、対面販売を体験すると同時に、商品アイディアの新奇
性や事業内容、プレゼンテーション、セールスマナーなどの優务を競うものである。2001
年度から毎年開催され、2010 年度で 10 回目を迎えた。 
4) 1 年目の繭美蚕（まゆみさん）の活動に関しては、電子商取引演習の授業との絡みも含
めて、兼本（2006）に詳しく書かれている。参照されたい。 
5) 表彰形式が 2006 年度から変更になった。ただし、2008 年度からは 2003～2005 年度の
ものと同じ形態に戻っている。 
6) 「学生社長」とは、共愛学園前橋国際大学が 2000 年度から実施している制度で、繭美
蚕（まゆみさん）が 6 代目となる。この制度は起業を支援するプログラムであるが、起
業そのものよりも、あくまでも自立心や創造性あふれる学生を輩出することを一番の目
的としている。 
7) 『あったカイコシリーズ』の「ネックウォーマー」「ルームソックス」の商品開発の経
緯や内容などは、兼本・門倉（2010）に詳しい。 
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8) 商標法第 32 条によると、先使用権とは、他人（商標権者）がその商標を出願する前か
ら、同じような商標を自分が使っており、しかもある程度有名（周知商標）になってい
る場合は、引き続きその商標を使うことが認められる権利のことである。 
9) 社団法人発明協会群馬支部で相談をしている段階では、共愛学園前橋国際大学で申請す
ることに対し、問題にはされなかった。これは、大学名が法人名であることも多くある
からだろう。例えば、日本大学や早稲田大学などがそうである。 
10) この影響があると思われるが、2011 年 3 月現在、仮想企業の実例として、Wikipedia
に「繭美蚕（まゆみさん）」の名前が載っている。 
11) 2010 年度からは、群馬県立県民健康科学大学が加わり、『公立 4 大学合同産学連携・地
域貢献活動発表会』となっている。 
12) 繭美蚕（まゆみさん）の活動も p4-5 で取り上げられている。 
13) 地域大学連携事業『大学の知を活用した地域課題研究』は、現在の『地域・大学連携モ
デル事業』の前身の取組みである。 
14) 2008 年 7 月 30 日に配信された。 
15) HUMAN CAPITAL LABORATORY の HP、高崎経済大学大宮登教授へのインタビュ
ー記事から抜粋。 
16) 2010 年度の活動内容については、繭美蚕（まゆみさん）公式 HP やブログなどを参照
されたい。 
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Abstract 
An Approach of Industry-Academic Cooperation 
Employing the Virtual Company ‘Mayumisan’ 
 
KANEMOTO Masaaki 
A virtual company called „Mayumisan‟ was established using the “Virtual Company” 
educational program by four students of Masaaki Kanemoto‟s third year seminar class 
in June, 2005. It runs with support from Kadokura Meriyasu Ltd., and centers on 
product developments and sales of silk products by Kanemoto seminar students up to 
the present time. 
The first target of „Mayumisan‟ was to present the results of its product development 
and to win the prize in a Trade Fair. It actually has won the first prize at the Trade Fair 
for three consecutive years since 2005 and also two other prizes by 2008. In so doing, 
the content of Mayumisan‟s activity has changed with the times, for example, the 
making of the „Mayumisan‟ brand, the development of the students original „Silk 
Watchband‟, trademark registration, and regional contribution to Gunma. It is rare that a 
virtual company established through a “Virtual Company” program can continue for 
such a long time and it is noteworthy that „Mayumisan‟ has evolved from its original 
activity exceeding the frame of this educational program.  
This paper reviews the five-year activities, from 2005 to 2009, of the 
industry-academic cooperation between „Mayumisan‟ and Kadokura Meriyasu Ltd.. The 
topic of the trademark registration of „Mayumisan‟ which gave the biggest impact to 
society in its five years‟ activity is discussed again. The paper also discusses the status 
of „Mayumisan‟ among the cases of industry-academic collaboration at liberal arts 
universities in Gunma Prefecture. 
  
